
活動支援事業企画提案書【日南町チャレンジ起業地域おこし協力隊】 

団体名 NPO法人多里まちづくりサポートセンター 

団体の紹介 

（事業概要等） 

当法人は 2009年 3月に設立され、その「定款」には「目的」として、「多

里地域の優れた資産の総体的価値を認め、その資産の幅広い分野での活用

手法等についての提言、及びその有効・有益な活用を推進するための活動

を行い、文化・教育・環境等にも配慮した地域を創造する。また、地域内

の高齢者等に自宅からの移動手段を提供することにより、高齢化社会の活

性化に寄与する。」とある。そして、 

「これらの目的を達成するために行う活動や事業として 

①まちづくりの推進を図る活動 

②経済活動の活性化を図る活動 や 

③過疎地有償運送事業 

④地域資産・産業の調査研究開発、経済活性化事業 

等が挙げられている。 

 

これらの中で、設立時から現在までに実施してきた事業としては、「過

疎地有償運送事業」、及び、役場の委託事業である「公共交通デマンドバス

（町営バス）事業」（上記③の運送事業）が中心である。 

隊員の受入希望人数 ２名 

隊員の主な業務内容 

人材や資金の不足により、上記の活動・事業のうち、③の運送事業以外に

はなかなか手をつけられていないのが実情である。そこで、この現状を打

開するために今回、「地域おこし協力隊活動支援団体」に応募した次第で

ある。 

隊員には、ここ多里地域の振興・活性化や地域課題の解決等に資するよう

な活動で、主に「多里まちづくり推進協議会（以下、「まち協」）第４次５

か年計画」に挙げられているものの中から、隊員の能力を生かせるような

事業や活動をその主な業務として積極的に取り組んでほしい。 

 

具体的な業務内容 

《地域資源の発掘・調査と地域の魅力発信及び観光振興に関する活動》 

今後の多里地域の活性化や地域産業の核となることが期待される「エコ

ツーリズム」の推進に関する業務。資源（資産）としては「オオサンシ

ョウウオ」「星空」「化石」「クロム鉱山跡」などの他、地域に生息する様々

な動植物・1000ｍ級の山々・清流日野川とその支流・里山林・田園風景

などがある。隊員には、これらの調査、保全、整備、エコツアープログ

ラム開発、エコツアーの企画・広報・実施と、以上に関する情報発信等

の業務を、まち協の構成団体である「多里はんざけを守る会」・「遊四季

多里」・「多里の鉱山を語り継ぐ会」と協力しながら担って欲しい。加え

て、今や多里地域内で唯一の商店で、エコツアー客の受入れにおいても

欠かせない存在の食事処「ホームランド多里」の支援業務も担うことが

あるかと思われる。 



《地域住民活動の支援及び地域コミュニティの活性化に関する活動》 

「多里桜公園」の整備やライトアップ実施、「多里の火祭り」の企画・準

備・実施、「多里地域文化祭」の企画・準備・実施、「かしらうち（多里

神社奉納祭）」への参加等の業務を、「じげおこし部」・「おろちの里部」・

「企画部」の一員として、まち協の構成団体である「桜公園を守る会」・

「にちなん森あそびの会」・「子ども会」と協力しながら担って欲しい。 

 

《地域の課題及びニーズの解決に関する活動》 

山間部のため元々公共交通の空白地が多い多里地域において、独居高齢

者や免許返納者など、自前の移動手段のない世帯がますます増える中、

このいわゆる交通弱者のニーズに応えるために、当 NPO法人では自宅か

らの移動手段を提供する「デマンドバス」事業を役場と協力しながら行

っている。また、地域内に食料品・日用品等の買い物ができる商店が無

くなったことから、「買い物支援」のニーズが高まってきており、この事

業化も喫緊の課題である。協力隊員にはこれらの業務についても、当 NPO

法人や、まち協の「地域支え愛部」・「地域の食を考える会」との一員と

して担って欲しい。 

 

以上、業務は多岐にわたるが、全ての業務に携わってもらいながら、その

中で自分が特に力を入れたいことや、将来、自分が事業化できそうなこと

を見つけてもらえればと考えている。 

活動計画 

※年ごとの活動計画を記載してください（最長３年）。 

【１年目】 

 上記の各種活動にできるだけ多く関わって、この地域の自然や文化、風

習に慣れ、何よりも地域の人たちと親しくなることで、この地域の課題

や可能性を感じ取ってもらう。 

 

【2年目】 

 1 年目に関わった各種活動の中で、興味を持った活動や、自分の能力が

生かせそうな活動、将来的に事業化できそうな活動など、特に注力した

い活動（新規に考えついたものも含む）を決め、主体的に取り組む。 

 

【3年目】 

 2 年目に取り組んだものの中で、自分が引っ張っていく活動をつくり、

その事業化のイメージを具体的に考えながら、次年度以後の企業の準備

や起業につながるような活動を行う。 

隊員の活動時間等 

※勤務時間帯・休日（曜日）等を記載してください。 

【勤務時間帯】 8：15～17：15（昼休憩 1時間） 

（夜の会議、催しや活動がある場合は、当日または翌日に時間調整する。） 

【休日】 土日祝 

（休日の催しや活動がある場合は、原則、同月内に代休日をとる。） 

隊員の主な活動区域 多里地域（旧多里小学校区）及び周辺（山・川なども含む）。 



事業の実施により 

期待される効果 

隊員がどの分野の活動に特に関心を持ち、力を入れてくれるかにもよる

が、上欄「隊員の主な業務内容」に記した活動項目に従うと… 

①地域資源の発掘・調査と地域の魅力発信及び観光振興に関する活動 

→多里地域での「エコツーリズム」の気運が盛り上がり、地域活性化や

新たな地域産業（観光関連）の創出につながり、多里地域が日南町の

「エコツーリズム」の推進役となる。 

②地域住民活動の支援及び地域コミュニティの活性化に関する活動 

→地域の文化や伝統を守り、継承していくための核が形成されるととも

に、地域活性化のための新たな催しが発展し、創出されていく。 

③地域の課題及びニーズの解決に関する活動 

→少子高齢化の進展によってさらなる交通弱者の増加が見込まれる中、

「デマンドバス」事業の継続発展や、「買い物支援」の事業化によっ

て、安心して住み続けられる地域になる。 

求める人材 

（人物像・能力・経験等） 

自然が好き、人が好きで、HP・ブログ・SNS 等での情報発信ができる（や

りたい）人。 

明るい性格で、前向きな考え方を持ち、野外での肉体労働等の作業も嫌い

ではない人。 

隊員の任期終了後の

展望（イメージ） 

上欄「事業の実施により期待される効果」に記したような「地域おこし」

につながるような事業を創り出して起業し、地域内に定住して欲しい。 

活動経費の予定額 

報償費  ２，８００，０００円／人 

（内訳）  

給与  ２００，０００円×１２ヶ月 

賞与  ２００，０００円×２回（６ヶ月毎に支給） 

 

活動費  ２，０００，０００円／人 

（主な使途） 

 ①活動支援団体における経費 

…隊員の受入れ・指導に関する人件費・事務費等。 

 ②隊員が活動支援団体で活動する日にかかる経費 

…旅費交通費（通勤費除く）・備品消耗品費等。 

 ③隊員が自身の起業に向けた自主活動を行う日にかかる経費 

  …事前に隊員から申請があり、活動支援団体が認めた、旅費交通費（通

勤費除く）・備品消耗品費等。 

※初年度は上記①②が主で、その後は次第に③が増えていくイメージ。 

その他 

（隊員募集にあたり

アピールしたい点等） 

自然が好きな人はもとより、かつてクロム鉱山によってとても栄えた地域

なので、産業史などに興味のある人にとっても、きっと魅力的な地域です。

また、クロム鉱山によって活発な人の交流があったおかげで、Iターンの

人も自然に融け込める風土があります。 

 


